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－国松伝説を背負った男の刀－

2021　　　　
 7/13（火）  延由が蘇る

日出町歴史資料館・日出町帆足萬里記念館

 9/12（日）
   主催　日出町歴史資料館・日出町帆足萬里記念館　日出町教育委員会文化・スポーツ振興課

　この度、兵庫県赤穂郡にて「似心　木下氏延由所持」と記された刀が発見されました。木下延由とは、日出藩初代藩主で豊
臣秀吉の正室ねねの方の甥にあたる木下延俊の４男で、その延俊から５０００石の分地を賜って、立石領初代領主となった人
物のことです。一方でこの人物には、豊臣秀頼の子国松であるという「一子相伝」と呼ばれる伝承が日出藩主家の中で伝えら
れてきた人物でもあるのです。今回発見された刀は、この国松伝説に関して何を語るのでしょうか。

　茎指し表に「木下氏延由所持」という所持銘の入った鎬造りの打刀。刃文は直刃、鎬地に二筋樋
が彫られています。地鉄は美しく良く鍛えられた刀といえます。刀は兵庫県赤穂郡に所在。所蔵者
によると、作は埋忠明寿と伝えられているとのことです。
 銘には頭に「似心」とあります。「いしん」と読ませ、心を似せるという意味になるものと考えられ
ますが、誰が誰の心に似せるというのでしょうか。また、所持銘の「木下氏延由」という表現は延
由自らが命じて彫らせた銘であるのか否か、分析が待たれます。
立石領初代領主木下延由は地元に殆ど直接的史資料を遺しておらず、この刀の発見は延由の実像に
迫る貴重な発見ということができます。

  資料解説１「木下氏延由所持銘小太刀」［江戸時代　当館寄託］

　日出藩の藩主から世子のみに「一子相伝」という形で代々伝えられてきた伝承です。
　その内容は、慶長 20(1615) 年大坂夏の陣における大坂城落城の際、豊臣秀頼とその子国松は真田大助とともに薩摩
( 鹿児島県 ) に逃れ島津氏に匿われたというものです。しかし、秀頼亡き後、国松の処遇に困った島津氏は豊臣家と縁
のある日出藩にその後を託し、日出に潜伏した国松は日出藩初代藩主延俊の四男延由と入れ替わり、日出藩から 5000
石を分地されて立石領主としてその後を生きた、とされるものです。
　この伝承は、木下家 18 代の俊凞が昭和 43(1968) 年に著書『秀頼は薩摩で生きていた』を出版し明らかにしたもの
です。それによると、俊凞は「一子相伝」が崩れてしまった明治 40 年頃、祖母すなわち亡くなった第 16 代藩主俊愿
の正室綾子から、日出の木下家屋敷にて教え込まれたとのこと。当時、屋敷の中には先祖代々を祭る祭壇が設けられた
綾子専用の離れがあり、俊凞はその前に正座させられ相伝たるべき箇条を反復暗唱させられのです。繰り返し繰り返し
殆ど毎日同じことを口から口へ反復させられているうちに動きない記憶を植え付けられたと俊凞は述べています。その
時期には既に相伝の内容を憚る必要はなかったのですが、一子相伝の伝統がこの営みを何とか続けようという方向に働
いたものと思われます。

◆トピック　国松伝説
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　「木下氏延由所持銘小太刀」の作者だと伝承で言われている埋忠明寿とは、安土桃山期から江戸の初期に活躍した山城
国の刀工・刀剣金工です。新刀鍛冶の祖と仰がれ、新刀最上作と評価されています。新刀とは慶長期から江戸時代の後
期頃までに制作された刀のことをいいます。元来が足利将軍家に仕える金工師であったためか、作刀数はごく少なく、
現存する作刀の中では不動明王や倶利伽羅龍などの綺麗な彫物のある短刀が多いとされています。
　明寿が関わった刀の中で、展示刀のような二筋樋の刀として有名なものに徳川家康が関ヶ原の戦にも佩用したという

「菖蒲正宗」の例があります。しかし、これは鎌倉時代末から南北朝期に活躍した相州正宗作の刀を家康の命により明寿
とその甥の寿斎が磨上げた刀です。磨上げとは、古い太刀を打刀に切り詰めて直すことをいいます。この刀も、或いは
同じように明寿が磨上げた刀なのかも知れません。ただ、この刀には、刀工名は入っていません。刀工は刀の制作依頼
者が余りに高貴な人物であった場合、遠慮して銘を茎裏に彫る(裏銘)か、または全く彫らない場合があったとのことです。
将軍などへの献上に使われることが多かった肥前刀に裏銘が使われるのはそのためです。
　一方、所持銘は刀を所蔵している本人が誇りとして名刀に彫るという事例が一般的なのですが、本刀の所持銘は下記
説明文にも書いた様に、一人称とは思えない表現になっているのは何故なのでしょうか。
　本刀が埋忠明寿の作なのかどうかを含め、攷究が待たれます。

◆トピック　埋忠明寿（永禄元年〈1558〉～寛永８年〈1631〉)

  資料解説２「木下延由位牌」［江戸時代　長流寺所蔵］
　立石領木下氏の菩提寺長流寺に遺る木下延由の位牌です。高さが 90cm
を超える立派な位牌です。
　この位牌をめぐって、「国松伝説」の議論がさかんに行われました。位牌
に刻まれている紋は何を意味するのでしょうか。この十文字の紋は、本位
牌以外に使われた実例がみつかりません。一説には、島津氏の十字紋を頂
いたものだというものがあります。それは、正に「国松伝説」を受けての
ものであり、父秀頼とともに島津氏に匿われたという恩義から、位牌に島
津の十文字をあしらったのだというのです。根拠となる史料等は見つから
ないものの、この説以外に十文字に繫がる由緒を見出すことができないこ
とも事実です。
　位牌裏には「明暦四戊戌七月六日　木下縫殿助豊臣延由」とあり、江戸
初期にも関わらず豊臣姓を名乗っていることに注目されます。
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　立石領初代領主木下延由が書写したという法華経。そもそもの延隆寺は、延由が母恵照院の願いで身延山久遠寺に登
詣し、身延山直末として承応３(1654) 年に建立された寺です。本寺建立の際、延由は法華経一部八巻 6 万９千余文字を
書写し、末尾に母を思う詩文を記し奉納したのです。
　恵照院とは日出藩初代藩主木下延俊の側室於賀井。日
出藩士広田久兵衛妻の連れ子であったと記録されていま
す。母の安穏を願った延由ではありましたが、皮肉にも
自身が延隆寺建立の４年後の万治元 (1658) 年に急逝し
ます。その知らせを聞いた第２代日出藩主俊治は、立石
分地以来延由との交流を閉ざしていたことを悔いたと言
われています。
　このように、本写経をめぐる延由の事績には、当然なが
ら国松の影を見ることはできません。

  資料解説３「木下延由侯書写の法華経」（杵築市指定有形文化財）［江戸時代　延隆寺所蔵］

 「木下延由侯書写の法華経」奥書
 豊之後州速見郡山香郷立石慧照山
 延隆寺に於いて、慈母恵照院殿の現世安穏と
 後世善処の為、一子木下前掖庭の延由、至心自ら奉じ漸にして
 之を写す、其詩に云う
 梵文の視葉華語に翻し         　　妙法蓮華筆端を発す
 六万九千余字に説き   二十八品一時に攤く
 読誦の声高く風颯々   思惟定静水漫々
 龍宮の龍女成仏を遂げ   鹿苑の鹿王涅槃を要す
 宝塔儼然として湧出を曽し  衆生粲乱として欄干に落つ
 普現の衆王は虎の踞るが如く 　　　  文殊の獅子は龍の蟠るに似たり
 単に号う醍醐高法の味             　故に経王と称えて教冠と為す
 一喝を聞けば六度を超え  入軸を書いて一貫に擎ぐ
 功徳無量福寿の海   一心頂礼尼師の壇
 如々止々説を須いず            　句々玄々子細に看る
 権有り実有り徧正有り    実無く権無く徧正無く
 鹿苑の風光這の裡に在り  霊山會月を上けば寒し
 　　時に万治元龍集著雍閹茂闌涼意の如し　（読み下し）

　立石領第２代領主木下延知が連歌の歌会で詠まれた句を書き残し、立石天満宮に寄進した句集。寛文 10(1670) 年～
延宝 6(1678) 年にかけてのものが現存しています。歌会は年３回行うことが通例だったようで、領主をはじめ家臣・
町人・僧侶など幅広い階層の人々が
参加して共に連歌を詠んでいます。
　連歌といえば、戦国末期から江戸
初期にかけて、多くの武将に好まれ
盛んに詠まれました。本能寺の変直
前に明智光秀が行った「愛宕百韻」
などが有名で、豊臣秀吉も連歌を好
んで詠んでいます。このような都ぶ
りの文芸が何故立石領に花開いてい
たのでしょうか。

  資料解説４「木下延知寄進俳諧連歌懐紙」［江戸時代　立石天満宮所蔵］
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至  別府市

至  日出 IC
至  杵築市

JＲ暘谷駅

日出城址
日出港

別府湾
Ｎ

町立図書館

旧成清家日出別邸

日出町役場

日出町歴史資料館
日出町帆足萬里記念館
日出城本丸隅櫓（鬼門櫓）

日出藩校致道館

帆足萬里墓

若宮八幡神社

蓮華寺

松屋寺

日出町歴史資料館・日出町帆足萬里記念館
　【開館時間】9：00～ 17：00　※入館は16：30まで
　【休 館 日】月曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　 　 年末年始（12月 29日～1月3日）
　【住　　所】  大分県速見郡日出町2602番地1
　【住　　所】TEL0977－72－6100　FAX0977－72－6103
　　　　　　　　　■所管課　日出町教育委員会文化・スポーツ振興課（文化財係）
　　　　　　　　　　　　　　〒879-1506 大分県速見郡日出町 3891 番地 2
　　　　　　　　　　　　　　TEL0977－73－3222　FAX0977－72－8680

　
　立石領での延知の連歌史料は、胡麻鶴岩八著

『豊後立石史談』によると、これらの懐紙以外に
も美しく装丁された巻本が２巻あった模様です。

　立石領木下氏の陣屋は旧山香町北部中学校
の跡地にあったいわゆる「立石陣屋」が知ら
れていますが、初代延由時代の陣屋は鳥越に
ありました。今では「鳥越仮陣屋」と呼ばれ
ている場所で、立石川を挟んで三嶋神社の対
岸の位置です。立石陣屋が完成してそちらに
移ったのは、二代領主延知の時代となった寛
文 8(1668) 年のことです。一方、江戸屋敷は
木挽町にありました。現在の中央区築地一丁
目電通築地ビルの位置です。立石領木下氏は
旗本の中でも大名に準ずる待遇を受けた交代
寄合に所属し、参勤交代を行っていました。
立石領木下家が消滅した大正期の住地はわか
りませんが、延由の時代には本展示の刀は、
この陣屋か江戸屋敷にあったものと考えられ
ます。

◆トピック　立石領の陣屋及び　
江戸屋敷の位置［木下延由時代 ]
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